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　最近ではSalesforceなどのクラウドサー
ビスを使ってデータを管理しているケースも
少なくない。今回は「Elixir Report」を使っ
て、このようなクラウド上にあるデータを表
やグラフといった形で出力する方法を紹介す
る。

クラウド上のデータをデータソースとし
て利用する

　「Elixir Report」は、さまざまなデータ
を元に表やグラフを作成し、それをPDFや

画像ファイル、PowerPoint、Excelなどの
形式で出力できる帳票ツールだ（図1）。
　Elixir Reportの特徴の1つに、さまざま
なデータソースから表やグラフの作成に必要
なデータを取得できる点がある。表やグラフ
を作成する際、その元データはデータベース
内に格納されていることが多い。Elixir 
Reportではデータベース内のデータに
JDBC（Java向けのデータベース接続API）
経由でアクセスできるが、それ以外にも
ExcelやXML、テキスト（CSVやTSVなど）

といった形式のファイルやJavaオブジェクト
へのアクセスが可能になっている（表1）。
　Excelやテキスト、XMLといったファイル
をデータソースとして利用する場合、そのファ
イルは必ずしもローカルマシン上にある必要
はなく、HTTPなどを使ってリモートサーバー
上にあるファイルを動的に取得して使用する
ことが可能だ。これを利用すれば、既存の
ほかのアプリケーションが出力するデータを
表やグラフ化するシステムを容易に実装できる。
　また、Elixir Reportでデータソースとし
て利用できるJDBCは、サードパーティから
さまざまなドライバが提供されている。これ
らのドライバは、MySQLやPostgreSQL、
Oracleといったデータベースにアクセスする
ものだけに限られず、たとえば特定の形式の
ファイル内のデータにアクセスしたり、さま
ざまなアプリケーションやシステムにアクセ
スするためのものもある。これらを使用する
ことで、さまざまなプラットフォーム内にある
データをElixir Reportで扱えるようになる。
　今回はElixir Reportでクラウド上のデー
タをドキュメント化する例として、クラウドサー
ビスであるSalesforce上のデータにアクセ
スできるJDBCドライバ「CData（シーデー
タ） JDBC Driver for Salesforce 4J」を
使ってSalesforce上のデータを表・グラフ
化するというものを紹介する。

Salesforce上のデータをJavaアプリケー
ションから利用できる「CData JDBC 
Driver for Salesforce 4J」

　今回使用するCData JDBC Driver for 
Salesforce 4J（以 下、JDBC Driver for 
Salesforce）は、Salesforce上のデータに
アクセスするためのAPIを提供するJava用
のJDBCド ラ イ バ だ。JDBC Driver for 
Salesforceでは、Javaで広く使われている
JDBC APIを使用して、Salesforce上にあ
る取引先データベースや商談データベースな

「Elixir Report」を使って
クラウド上のデータを
グラフ化してみよう

表1　Elixir Reportでサポートされている主なデータソース
データソース名 対象とするデータなど
JDBC JDBC（Javaで広く使われているデータベースアクセスインターフェイス）に対応するデー

タベース内のデータ
Excel Microsoft Excel（XLSおよびXSLX形式）ファイル内のデータ
テキスト CSVやTSVといったテキストベースのファイル内のデータ
XML XMLファイル内のデータ
オブジェクトデータソース Javaオブジェクト内のデータ
表形式 レポートデザイナ内で作成された表形式のデータ
Google
スプレッドシート

Googleスプレッドシート上のデータ

ランダム 指定されたフォーマットに従ってランダムなデータを生成して使用する
キャッシュ 指定されたデータソースをキャッシュして使用する
プロパティ レポートデザイナ内で作成された表形式のデータ。コンポジットデータソースと組み合わ

せて使用する
リファレンス 別のデータソースを参照する
Google
スプレッドシート

Googleスプレッドシート上のデータ

図1　Elixir Reportのレポートデザイナ画面
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どにSQLでアクセスできる。データの読み
取りだけでなく、作成や更新、削除といった
操作もサポートされている。
　JDBC Driver for SalesforceはJava
（JDK 5.0～8.0）が動作する環境であれば、
プラットフォームに関係なく動作する。評価
目的で無償で利用できるトライアル版も提
供されているので、興味のある方はまずはこ
ちらを試してみることをおすすめする。
今回作成するサンプル
　今回は、Salesforce上のデータを表およ
びグラフ形式で出力する例を紹介する。
Elixir Reportについては『コードを記述す
ることなしにデータを表やグラフとして出力
できる帳票ツール「Elixir Report」』記事で
紹介しているので、そちらを参照してほしい。
　各種作業では、Elixir Reportのレポート
デザイナおよびレポートサーバーの全機能を
制限無しで利用できる無償のトライアル版を
使用した。トライアル版のライセンス申請は
GrapeCityのElixir Reportページから行え
る。また、作業に使用したOSはWindows 
7 Professional（64ビット）だ。

「CData JDBC Driver for 
Salesforce 4J」を使って
Salesforce上のデータをレポートとし
て出力する

　近年、ビジネスの現場での顧客関係管理
（CRM）ツールとしてよく利用されているの
がSalesforceだ。Salesforceはセールス
フォース・ドットコムが提供しているクラウド
サービスの総称で、営業支援ツール「Sales 
Cloud」やサポート支援ツール「Service 
Cloud」、マーケティングツール「Marketing 
Cloud」といったビジネスアプリケーション、
そしてさまざまなアプリケーションを構築で
きる「Salesforce1 Platform」などが提供
されている（図2）。

　Salesforceで使用するデータベースや各

種アプリケーションサーバーはすべて
Salesforce側で管理されており、Webブラ
ウザやクライアントアプリケーション経由で
これらにアクセスすることになる。そのため、
ユーザーはこのようなインフラの管理を行う
ことなしにアプリケーションを利用できる。
　今 回 使 用 す るJDBC D r i ve r fo r 
Salesforceは、このSalesforce上のデータ
にアクセスできるJDBCドライバだ。以下で
はこれを利用し、Salesforce上にある商談
データにアクセスして、取引先ごとの売り上
げをグラフ形式で表示するレポートを作成す
る流れを紹介する。
　また、Salesforce自体は有償のサービス
だが、開発者向けに無料で利用できる
「Force.com Developer Edition」も提 供
されている。今回はこちらを利用してテスト
を行った。商談データおよび顧客データとし
ては、あらかじめ用意されているサンプルデー
タを使用している。Force.com Developer 
Editionは、Salesforceの開発者向けサイ
トの「サインアップ」から登録が行える。

JDBC Driver for Salesforceのインス
トールと設定
　JDBC Driver for Salesforceは、ZIP形
式のアーカイブで配布されている。アーカイ
ブを展開し、含まれているJAR形式のイン
ストーラを実行するとインストールが開始さ
れる。Windowsの場合、Javaランタイム
（JRE）がインストールされていればJARファ
イルをダブルクリックするだけで実行できる
はずだ。
　インストーラはウィザード形式となっており、
指示に従って操作していくことでインストー
ルが完了する（図3）。

　インストール時にこのインストーラ上でプ
ロダクトキーの入力が必要となるので、あら
かじめ確認しておこう（図4）。なお、評価版
ではプロダクトキーの入力は不要で、ライセ
ンスアクティベーション画面自体も表示され
ない。

　JDBC Driver for Salesforceはデフォル
トでは「C:¥Program Files¥CData¥CData 
JDBC Driver for SAlesforce 4J」という
ディレクトリにインストールされる。また、
JDBCドライバ本体はインストールディレクト
リ内の「lib」ディレクトリ以下にライセンスファ
イルなどとともに格納される。JDBC Driver 
for Salesforceを使用する際は、アプリケー
ションからこれらのファイルにアクセスできる
よう設定を行う必要がある。
　Elixir Reportの場合、インストールディ
レクトリ（デフォルトでは「C:¥Program 
Files¥ElixirReport8.4JT」）直下の「ext」
ディレクトリ内にこれらのファイルをすべてコ
ピ ー す る こ と で、JDBC Dr iver for 
Salesforceが利用できるようになる（図5）。

JDBC Driver for Salesforceをデータ
ソースとして利用する

　JDBC Driver for Salesforceの イン ス
トールが完了したら、続いてElixir Report
のレポートデザイナを起動し、データソース
として利用する設定を行って行く。まずレポー
トデザイナでデータソースを作成し、データ
ソースウィザードでデータソースタイプとして
「JDBC」を選択する（図6）。
　次に、JDBCデータソースのパラメータを
入力する画面が表示されるので、ここで作
成するデータソースの名前や説明、ドライバ
の指定などを行って行く（図7）。
　ここで、「名前」および「説明」は任意の
適当な文字列で構わない。今回はそれぞれ
「salesforce_oppotunity」、「Salesforce・

図2　 Salesforceの「レポート＆ダッシュボード」
画面

図3　 JDBC Driver for Salesforceのインストーラ

図4　「ライセンスアクティベーション」画面

図5　 JDBC Driver for Salesforceのjarファイル
などをElixir Reportのインストールディレクト
リ以下にあるextディレクトリにコピーすることで、
Elixirか らJDBC Driver for Salesforceを
利用できるようになる
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商談」とした。「ドライバ」には「cdata.
jdbc.salesforce.SalesforceDriver」を 指
定する。また、「URL」は以下のようになる。

jdbc:salesforce:User=＜ユーザー名
＞;Password=＜パスワード＞;Security 
Token=＜セキュリティトークン＞;

　ここで、「ユーザー名」および「パスワード」
にはSalesforceに登録しているユーザー名
およびパスワードを、「セキュリティトークン」
にはSalesforceから取得したセキュリティトー
クンを指定する。セキュリティトークンの取
得方法はSalesforceのヘルプドキュメント
に記載されているのでそちらを参照してほしい。
　また、「ユーザー」および「パスワード」欄
は空白のままで構わない。これらの入力が
完了したら「次へ」をクリックし、「JDBCデー
タソースの定義」画面を表示されたら「クエ
リビルダー」ボタンをクリックする（図8）。

　Salesforceへの接続が成功すれば、この
クエリビルダー画面の左ペインにテーブル情
報が表示されるはずだ（図9）。

　あとは一般的なデータベースをデータソー
スとして使用する場合と同様、データが格
納されているデータベースやカラム名を指定
してクエリを作成すれば良い。なお、
Salesforceの管理画面では各データの項目
名が日本語で表示されるが、JDBC Driver 
for Salesforceではこれらに対応するテーブ
ル名およびカラム名が英語で表示される点
には注意したい。また、テーブル名/カラム
名や各データの項目名一覧はJDBC Driver 
for Salesforceのヘルプで確認できる（図
10）。

　今 回 は、商 談 デ ータベース（JDBC 
D r i v e r f o r S a l e s f o r c e上 で は
「Opportunity」テーブルに相当）および取
引先データベース（「Account」テーブルに
相当）に格納されている、表2の情報をクエ
リで取り出している。

　ここで使用するクエリは以下のようになる。

SELECT
Opportunity.Name, Opportunity.
Amount, Opportunity.CloseDate,
Opportunity.CreatedDate, 
Opportunity.IsClosed, Opportunity.
IsWon, 
Opportunity.StageName, Account.Name
FROM Salesforce.Opportunity, 
Salesforce.Account

　なお、Salesforceではあらかじめテーブ
ルおよびカラム同士の関連性が設定されて
いるため、複数のテーブルに対してクエリを
実行した場合は自動的に対応するデータが
結合されて出力される。このとき、結合は
左側のテーブルを優先させた外部結合（LEFT 
JOIN）のようになる。今回は商談データベー
スを優先させるため、FROM節では次のよ
うに「Salesforce.Opportunity」を左側に
書く必要がある。

FROM Salesforce.Opportunity, 
Salesforce.Account

　クエリビルダーを使ってSQLを作成した
場合、カラム名やテーブル名といった順序が
入れ替わっている場合があるので注意が必
要だ。その場合、手動でSQL文を編集する
必要がある。
　クエリの作成後、「JDBCデータソースの
定義」画面で「更新」ボタンをクリックし、
データソースの名前と型を確認する（図11）。

　ここ で、「Name」とい うカ ラム は
OpportunityテーブルおよびAccountテー
ブルの両方に含まれているので、片方のカラ
ム名が「Name1」というものに変更されて
いる点に注意したい。最後に「完了」ボタン
をクリックすると、データソースが作成される。
このデータソースで抽出されたデータは図12
のようになる。

コンポジットデータソースを使って取得した
データを集計・加工する
　続いて、取得したデータから取引先ごと

jdbc:salesforce:User=＜ユーザー名
＞;Password=＜パスワード＞;Security 
Token=＜セキュリティトークン＞;

SELECT
Opportunity.Name, Opportunity.
Amount, Opportunity.CloseDate,
Opportunity.CreatedDate, 
Opportunity.IsClosed, Opportunity.
IsWon, 
Opportunity.StageName, Account.Name
FROM Salesforce.Opportunity, 
Salesforce.Account

FROM Salesforce.Opportunity, 
Salesforce.Account

表2　今回クエリで取り出す
テーブル名 カラム名 説明
Opportunity Name 商談名
Opportunity Amount 金額
Opportunity CloseDate 成立日
Opportunity CreatedDate 作成日
Opportunity IsClosed 商談が完了してい

るか
Opportunity IsWon 契約を獲得できて

いるか
Opportunity StageName 商談の段階
Account Name 取引先名

図9　クエリビルダー画面

図10　JDBC Driver for Salesforceのヘルプ

図11　「JDBCデータソースの定義」画面

図8　「JDBCデータソースの定義」画面

図6　 データソースウィザードの「新しいデータソー
ス」画面

図7　「JDBCデータソースの定義」画面
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の契約金額を集計するための作業を行って
いく。Salesforceの取引データベースには、
「IsWon」という名前のカラムがあり、これ
が「true」であればその商談を獲得できて
いることになる。以下ではElixir Reportの
コンポジットデータソース機能を使用し、
「IsWon」が「true」のカラムを対象に、取
引先ごとの合計金額を集計してみよう。
　コンポジットデータソースは、指定したデー
タソースから取得したデータに対しフィルタ
やソート、フィールド（カラム）の追加といっ
た操作を行い、その結果を新たなデータソー
スとして提供する機能だ。レポートデザイナ
上ではフローチャートのような画面でデータ
に対し適用する処理を指定することで、コン
ポジットデータソースを作成できる（図13）。

　コンポジットデータソースを作成するには、
データソースウィザードの「新しいデータソー
ス」画面で「コンポジット」を選択する（図
14）。今回作成するデータソース名は
「salesforce_won_by_account」、説明には
「Salesforce・取引先ごとの売り上げ」とした。

　コンポジットデータソースを作成すると、
データをどのように処理するかを図で指定で
きる「設計」画面が表示される。ここでは、
ツールバーから「データソース」や「フィルタ」
といった要素を選択して画面をクリックする
ことでそれらの要素を配置し、要素同士を線
（フロー）で接続することで、処理を定義で
きる。今回は、先ほど作成した「salesforce_
oppotunity」データソースを元に、「フィル
タ」を使って「IsWon」カラムが「true」の
ものを取り出し、さらに「キューブ」要素を
使って集計を行ったものを結果として出力す
ることとする。
　設計画面では、配置した要素をダブルク
リックすることでその設定を行える。まずデー
タソースでは、使用するデータソースとして
「salesforce_oppotunity」を指定する（図
15）。

　また、フィルタの設定では「IsWon」に対
し、条 件として「等しい」を意 味 する
「Equals」を、比較する値に「true」を指定
した（図16）。

　最後のキューブは、入力されたデータに
対し、行/列を対象とした集計処理を行うも
のだ。今回は、取引先名ごとに行を作成し、
取引先名とその取引金額合計という列を持
つデータを出力することにする。
　キューブの設定では、まず「キューブ階層」

を指定する画面が表示される。今回は階層
化をしないので、ここは空のまま「次へ」を
クリックする（図17）。

　次の「キューブ軸」画面では、行、もしく
は列として使用する項目を指定する。今回は
取引先名ごとに行を作成するので、「Name1」
フィールドをテーブル行に指定する（図18）。

　「キューブの指標」画面では、集計対象と
するフィールドと集計方法を指定する。今回
は取引金額が格納されている「Amount」
フィールドに対し、それぞれの合計を出力す
る「合計値」演算を適用することにする（図
19）。

　なお、指標を追加するには左側の新規作
成アイコンをクリックし、「指標の追加」ウィ
ンドウで「名前」と「演算」を指定すれば良

図12　作成したデータソースで抽出されたデータ

図13　コンポジットデータソースの「設計」画面

図14　「新しいデータソース」画面

図15　データソースの設定

図16　フィルタの設定

図17　「キューブ階層」画面

図18　「キューブ軸」画面

図19　「キューブの指標」画面
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い（図20）。
　次の「キューブオプション」画面では特に
設定は不要だ。最後の「キューブスキーマの
キャッシュ」で「更新」をクリックし、作成
されるフィールドを確認して「完了」をクリッ
クする（図21）。

　以上の作業が完了したら、「データ」タブ
をクリックし、最終的に出力されるデータを
プレビューする。今回は「Name1」と「/合
計値(Amount)」というフィールドが作成さ
れ、各行に取引先名とその取引金額合計が
表示されていることが確認できる（図22）。

　また、同様の手順で契約が成立した商談
のみを出力するデータソース「salesforce_
won」も作成した（図23）。こちらは、先に
作成した「salesforce_won_by_account」
コンポジットデータソースからキューブ集計
処理を取り除き、「IsWon」カラムがtrueの
データのみを出力するものだ。
レポートテンプレートの作成
　続いて、データソースを元に作成するレポー

トのデザインを決めるレポートテンプレートを
作成していく。今回は、「salesforce_won」
データソースを元に、表形式で成立した契約
のみを出力する「salesforce_won」レポート
テンプレートと、「salesforce_won_by_
account」データソースを元に円グラフで取
引先ごとの契約金額合計を出力する
「salesforce_won_by_account」レポートテ
ンプレートを作成する。
　まず表形式で成立した契約のみを出力す
る「salesforce_won」レポートテンプレート
だが、こちらはレポートウィザードで「表形
式レポート」を選択して作成した（図24）。

　表に出力するフィールドには「Name」（商
談 名）お よ び「Name1」（取 引 先）、
「Amount」（金額）、「CloseDate」（成立日）
を指定した（図25）。

　以上の設定で生成されたレポートテンプレー
トは図26のようになる。

　これにフォントサイズや要素の幅に関する
若干の調整を加えたものが図27だ。

　このレポートテンプレートを使って実際に
表を出力すると、図28のようになる。

　続いて取引先ごとの契約金額合計を出力
するレポートテンプレートだが、こちらはレポー
トのタイプとして「白紙レポート」を選択し、
空のレポートテンプレートをまず生成する。
続いて「セクションヘッダー」内にレポートの
タイトル（「取引先ごとの売り上げ」）を入力
したテキストエリアと、「チャート」要素を配
置し、チャートの設定を行っていく。
　チャート要素を配置すると、「チャートウィ
ザード」が表示されるので、続いてチャート
の設定を行っていく。まず「データソースの
選択」画面では使用するデータソースを選
択する（図29）。ここではデフォルトの「<セ
クションデータソース>」のままで良い。
　「チャートタイプの選択」画面では、「円

図27　完成したレポートテンプレート

図28　レポートの出力例

図21　「キューブスキーマのキャッシュ」画面

図22　 「データ」タブで出力されるデータをプレ
ビューできる

図23　 「salesforce_won」コンポジットデータソー
ス

図24　 レポートウィザードで「表形式レポート」を
選択

図25　「フィールドの選択」画面

図26　出力されたレポートテンプレート

図20　「指標の追加」ウィンドウ
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グラフ」を指定する（図30）。

　続いてデータを指定する「円グラフ」画面
となる。まず「キー」タブでキーとして使用
するフィールドに「Name1」を、「値」タブ
で値として使用するフィールドに「/合計値
(Amount)」を指定する（図31、32）。

　これで「プレビュー」タブを選択すると、
指定したキーと値に応じたグラフがプレビュー
表示される（図33）。

　「判例」や「円グラフ」タブで円グラフや
判例の表示方法も設定可能だ。これらを調
整し、最終的に完成したレポートテンプレー
トは図34のようになる。

　このテンプレートを使って実際に出力した
レポートは図35のようになる。
　あとはレポートサーバーにデータソースや
レポートテンプレートが格納されたディレク
トリを登録すれば、任意のアプリケーション
からこの表やグラフが出力できるようになる。
これらの作業については、『コードを記述す
ることなしにデータを表やグラフとして出力
できる帳票ツール「Elixir Report」』記事で
紹介しているので、そちらを参照してほしい。

SQLデータベースを使用するのとほぼ同
じ流れでクラウド上のデータも処理可能に

　さて、今回はSalesforce上にあるデータ
を元にレポートを作成する例を紹介した。
Salesforce上にあるデータの参照には内部

的にはSalesforceが提供しているAPIを利
用 して い る の だ が、JDBC Driver for 
Salesforceという外部ツールを併用すること
で、特にプログラミングを行うことなく、デー
タベースをデータソースとして使用した場合
と同じようにデータにアクセスできた。
SalesforceのAPIに関する知識がなくても、
SQLの知識だけでデータを利用できるのは
非常に便利だろう。
　また、データベース内のデータを集計しよ
うとする場合、従来は個別にプログラムを記
述するか、もしくは複雑なSQL文を組み合
わせて処理を行う必要があった。しかし、
Elixir Reportのコンポジットデータソース
機能を利用すれば、データの集計作業も簡
単に実行できる。ただし、集計処理はレポー
トサーバー側で行われるため、処理内容に
よってはレポートサーバー側の負荷が大きく
なる可能性がある点には注意したい。
　さて、今回はデータソースやレポートテン
プレートについて注目したが、実際にElixir 
Reportを利用する場合は、クライアントア
プリケーションからレポートサーバーにアク
セスしてレポートの生成・表示を行うことに
なる。次回はこのクライアントアプリケーショ
ン側から見た、Elixir Reportを利用するた
めの方法を紹介する。

図29　「データソースの選択」画面

図30　「チャートタイプの選択：画面

図31　「円グラフ」画面の「キー」タブ

図32　「円グラフ」画面の「値」タブ

図33　「円グラフ」画面の「プレビュー」タブ

図34　完成したレポートテンプレート

図35　出力されたレポート例
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